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號六第卷一第誌雜究硏物植 


植物騎究纖誌第5第大號 

〇余ガ年少時代=抱懷セシ意見 


大正六年六月三十日 


牧野富太郞 


頃日偶然筐底カラ左ノー 篇ヲ見出シク此小冊子ハ私ガ年少時代-一鄕國土佐-一在7-其當時私ノ頭一一思ッーグ居ッタ 
意見ヲ書キ.ケタモノデ「赭鞭一撻 J 卜題シ>アッタ是ンパ多分明治十四五年頃二書イタモノデアロウト思フ其 
文章ハ^ i デ小學生徒ノ作文ヲ見，樣デ極メタ幼雅ナモノデハアグガ今之ヲ讀ンデ見，卜私ハ誠-一感慨-一堪へナ 
イノデアグ當時私ハ飽食暖衣別一一何ノ•不自电モナ.カッタノデアッタカラ時來レパ必ズ此抱負ヲ悉ク實行シーブ見 
ヨウト心一一期待シテ居ッタ,一相違ナイ春風秋雨三十五六年ヲ閱夕今日-一至ッーグ之ヲ閱シテ見 〆 卜其中デナンボ 
シモ實績ガ擧ッテ居ナイ、一一一驚ヲ_セザ 〆 ヲ得ナイ今日之ヲ回想スレパ爾來有爲ノ活動時代-一私ハ何ヲシテ過 
シーグ來タノカ私パタトハナシニ夢ノ如ク今日マデ來夕樣ナ感ジガスグ私ガ 民間 カラ入ッテ 東京/理科大 
學一一奉職シタノ、ノ指折リ數フレパ今ヨリニ十五年前即チ明治二十六年デアツタガ其當時カラ貧乏ヲ仕始ジメタ 
尙垔ラ思フ樣ナコトガ出來ナカッタ徒-一歳月 矢 ノ如ク 逝 テ 今 ハ我ガ頭 一一多少 白髮ガ駁ジ 〆 樣-ーナッタ ガ其間 何 
ーツデカシタコトモ，ナイノデ此年少時代， 一書 イタ 希望- 一對シテ 轉夕忸 怩シイ思ガス ダ 今左ニヮザトー字一句乇 
改竄 セズーー其 全篇 ヲ揭ゲテ 讀者諸君 ノー 粲 >一俱へヨウ私、ジ上-一述べ夕 樣二今 ハ何ンニモ出來ーブ居ナイガソレデ 
.モー..度 V 此樣一 H 布 望 二 滿チタ少年デアッタコトヲ回顧シテ下サイ 

锗鞭一達 結網子 稿 


余ガ年少時代一一抱懐セシ意見 
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余ガ年少時代-1抱懷セシ意見 》 _ 

〇忍耐ヲ.要ス 

堅忍不撓ノ心ハ諸事ヲ爲ス モノ、 決シーブ缺グ可ラザ，者-了ゾテ繁密錯雜ナ，我植學 ,一在，グモ資ヲ此一一取ラ ザ y 
バー.トシテ之ナキナ9故ヲ以テ阻心ヲ去テ耐心ヲ存スル乇ノハ其功ヲ就ス易々タルナ？ 

〇精密ヲ要ス 

周密詳細モ亦決シク失フ可ザ 〆 モノ-ーシテ之二忍耐ヲ添加シヲ其功正一一顯著ナリ精細之ヲ別テ兩トナス&卜事 
卜是ナ9解剖試驗比較記載ヨリ以テ /L 百ノコ■トニ至 r 皆 j トシテ此心ノ精ヲ要セザ，ナク又事ノ精ヲ要セザレ 
ナシ故ヲ以テ此心ヲシテ恆一一放逸散離セシメザレパ j 賭ス，者此11瞭然一閱ス，者此 - I 藥然 
〇草木ノ博覽ヲ要ス 

博覽セザンパー方11偏辟スー方- 1 偏在スンパ遂一 S 重要ノ點ヲ決ス ，能ハ ズ要點 ヲ發見 スル無キハ是レ此 學ノ病 
-1 シテ其病夕 ，博覽セザ ，一 |坐ス, モノナリ 
〇書籍ノ博覽ヲ要ス 

書籍ハ植物記載〔所載ノ意ナ9〕ノ書-ーシ-プ假令 fc 雞肋ノ觀ヲ爲スモノト雖ドモ悉ク 之ヲ涉獵閱讀ス ル ヲ要ス故 
_!植學ヲ以ーグ鳴ラント欲スルモノハ財ヲ吝ム者ノ能ク爲ス所, ーアラ ザ，ナジ 
〇植學-1關係スダ學科ハ皆學ブヲ要ス 

日ク物理學日ク化學日ク動物學日ク地理學日ク天文學日ク解剖學日ク農學日ク畫學是皆關係ヲ植物學，一育 ス數 
學文章學ハ垔一一論ヲ俟ザルナリ 

〇洋書ヲ講ズルヲ要ス 

其堂-一造 ラント 欲シ其裁ヲ啖 ハント 欲スル者 ハ 當 1 一 洋籍ヲ不講一 一 置ク可 カラ ザグナリ是 レ 洋籍ノ 結構所說/精 
詳微密一ーシテ遠ク和漢ノ書一一絕聳スレバナリ雖然是レ今時一一在， 7* 之ヲ稱スダノミ永久百世/論 トス ル, 一足ザル 
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ナ ®V 

〇當一一畫圖ヲ引クヲ學ブベジ 

文 ノミー ーテ/未ダ以テ其狀ヲ模シ盡スコト能ハズ此二於- r 力圖畫ナグ者アリテー目能ク其微妙精好ノ處ヲ悉ス 
故二畫圖ノ此學一一必要ヤ尤大ナリ然而植學者自ラ圖ヲ製ス，能ハザ 〆 者ハ每-一他人ヲ倩テ之ヲ圖セシメザ 〆 ヲ 
得ズ是ン大二易シトス 〆 所一一非ザ A ナリ旣-一自ラ製圖スダコト能ぐズ且加，-一不文ヲ以テスンバ如何シーブ其蘊 
ヲ發スルコトヲ得ルヤ決シテ能クセザルナリ自ラ之ヲ製ス 〆 モノニ在テハー木ヲ得 〆 此二摹シー草ヲ得 〆 此-一 
寫シ更一一他人ノ勞ヲ假ラズ且加 〆 二舞文ヲ以ーグセバ恰モ晶盤-!水ヲ加フ V ガ如ク彰々瞭々其微ヲ闡キ、其蘊ヲ發 
スグハ是 V 易シトス 〆 所ナジ之ヲ自ラ製スダ能、ノザ 〆 乇ノ _一比スン X 難易ノ懸絕ス 〆 ヤー目其大ナルコトヲ知 
グナリ 

〇宜ク師ヲ要スベシ 

書籍ノミ-一ーブハ未ダ以テ我疑ヲ解クーー足ラズ解疑スル-一足ラ - r - - レバ師二就テ之ヲ問フノ外_一道ナキナソ其師卜 
スル處ハ必ズー人ヲ指ナズ我ヨリ先一一之ヲ聽クモノハ生 〆 、ノ我ヨリ先後 ci . 論ナク皆悉ク之ヲ師トシテ可ナリ 
若シ年ノ我ヨリ幼す 〆 ヲ見テ日ク我-ーシーグ彼幼者二問フ羞ブ可キ/至リナジト如此一一至ーブ/如何シテ其疑ヲ解 
クヲ得ルカ其疑タグ死一一至テ尙未ダ解ケザルナリ 
〇吝財者ハ植學者タルヲ得ズ 

書籍ヲ購フ財ヲ要ス，ナリ器械ヲ求ムグ財ヲ要ス火ナリ苟モ此學ノ考證-一備へ此學ヲシテ益明ナラシム 〆 所以 
ノモノハ 皆 ートシ. テ財ヲ要セザ，ナジ財ヲ投ゼザレバ書籍器械等一切求ム 〆 所ナシ故-一日ク財ヲ吝ム者ハ植學 
者夕 y ヲ得ズト 

〇跋渉ノ勞ヲ厭フ勿レ 
佘ガ年少時代_1抱懷セ y 意見 
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信ジタ之ヲ心二考へザレバ則點一ーー歸-スぐナク貿々乎トシテ霧中二在リ遂一一植學ヲ修ムダ所以ノ旨-一反シーグ其 
書ノ驅役スダ所トナリ其身ヲ終テ後世一一益スグナシ是レ書ヲ以テ我ノ家屋卜爲スノ弊タグノミ如此クナラザ， 
者ハ之ヲ書-一徵シテ之ヲ心二考へ心 -1 徵シテ書二參シ必シモ書ノ所說ヲ以テ正確一ーシテ從フベキト爲サズ反覆 
討尋其正ヲ得ーグ以テ時-一或ハ書說一一與シ時一一或ハ心-一從フ故ヲ以テ正/愈ヨ正一一誤ハ益遠力,正ナレバ之ヲ發 
揚シテ著ナラシメ誤ナンパ之ヲ擯テ隱ナラシム故二身ヲ終ルト雖ドモ後世-一益アリ是レ書ヲ.以テ家屋卜爲ズシ 
テ書ヲ友トナスノ益ーーシテ又植物學ヲ修ム 〆 ノ主旨ハ則チ此-一在 〆 ナ y 

〇造物主アグヲ信ズグ母ン . . . 

造物主 アグ ヲ信ズ ダ ノ徒ハ眞理ノ有グ所ヲ窺フ能 ハ ザグ モソアリ 是ン其理隱テ顯レザ 〆 モノアレ バ其理タル不 
可思議ナダ モノ トシ皆之ヲ神明作爲ノ說-1附會シテ敢テ其理ヲ討セザレバナジ故-一物ノ用ヲ辨ズグ コト ハ外一一 
明ナリ ト雖ドモ心常 一一 壅 塞丕閉 シー グ理內 一 一暗シ如此ノ徒、ノ我植物 學ノ 域內二在テ大-一耻ブべキ者ナラズャ是レ 
之ヲ强求スン A 必ズ得グ コト 有 〆 モ 我ノ理 -1 通'ゼザ，處アレバ皆之ヲ神明ノ秘蘊 -1 牦シープ我ノ不明不通ヲ覆掩 
修飾スンパナ9 


〇日本二珍ラシキ漾 y も 

理學博士 中 野 治房 

本藻/古クヨリ歐洲中部及瑞典諸國ノ湖水中二發見セラレタ，一種特異ノ形狀ヲ有ス，綠藻ノー 種ナ,ガ本邦 
-1 於 テ モ明治 三十年 八月 二十 三日-一始メテ 農學士川上瀧彌氏>ーヨリテ北海道釧路ノ國ノ阿寒湖一一於 テ 發見 セラ 
レ 今ヤ 東京-一於-ブモ往々之ヲ購ヒ得べク時々之ヲ人家ノ水盆中.一一見 〆 コトヲ得 〆 -1 至レリ而シテ發見當時ノ川 
上氏ノ記事ハ載セーブ植物學雜誌第十二卷第百三十七號-1在リ今之ヲ玆 -1 抄出セン即チ其阿寒湖ノ條下—『「シリ 

日本に 珍 ラシキまりも 






